歌謡曲、J・POPに見られる「君」の変遷 : 女が男を「君」と呼ぶ歌の誕生 by 塩沢 一平
歌謡曲、Ｊ・ＰＯＰに見られる「君」の変遷
一 　はじめに












































の 　迎へを行かむ 　待つには待たじ（記八八 　軽大郎女→軽太子）




















































⑩ 　窓にゃおぼろな 　お月さま 　やさしい
君
の 　面影を 　思い出されて 　泣かされる
　ああ逢いたいわ 逢いたいわ 　夢でもいいから 　逢いたいわ





― 　日本の流行歌史大系 　歌詞総録』 （ダイセル化学工業株式会社 　一九九〇年）をもとに
調査をしたところ、昭和十年から二十年までの五四五曲の中 、女性の歌い手が男性のことを「君」と呼ぶ歌は、⑩を含めて数曲に過ぎない。
　また⑩の作詞者と歌唱者からもわかるように、近代流行歌（歌謡曲）においては、作者と歌手は分離していたことがわか



















（ 「君を想いて今宵も」二番 　作詞 　清水七郎 　歌 　松島詩子 　昭和二一年（一九四六） ）
⑭ 　……
君
をしのんでひとり 　淋しく尋ねくる 　想い出やさし 　あの日あの頃
（ 「あの日あの頃」作詞 　東條寿太郎 　歌 　石井千恵 　昭和三一年（一九五六） ）
　流行歌（歌謡曲）においても戦後まもなく、女性が男性を「君」と呼ぶ歌が復活する。先の『日本レコード文化史……』







































































































べたように、実は男性 のもの った。戦前の⑩「夢でもいいから」は小沼宏作詞 戦後直後の⑬ 君を想いて今宵も」は清水七郎作詞、昭和三三年 ⑭「あの日あの頃」は東條寿太郎作詞となっている。昭和四八年の⑮「十五夜 君 、女性作詞家の手によ であるが、タイトルにのみ「君 が用いられて るものである。昭和五〇年の⑯「面影の 」も阿久悠作詞であり、昭和五九年 ⑱ ＳＵＭＭＥＲ
 ＥＹＥＳ」も秋元康作詞である。これまでの女性が男性を「君」と歌
う近代流行歌（歌謡曲）は、 家 男性が作り上げた女性像という台本を 歌唱者とし の女性が演じているも で
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と 　呼んだけど 　面影 　面影 　面影の
君




































 　昭和六〇年からは、五〇年代と同様に男性が作詞をしたものを女性が歌う後掲⑳㉓のようなものも見られるが、⑲「フレンズ」はＲＥＢＥＣＣＡのボーカルを務めるＮｏｋｋｏ（山田信子）が作詞を担当した歌である（作曲もグループでキーボードを担当する土橋安騎夫によるものである） 。女性のシンガーソングライターによる、女性が男性を「君」と呼ぶ作品が登場した。歌手 、単なる役者から、自ら台本を制作し、その台本を自らで演じるものとなっ 。歌わされる「君」から、歌いたい「君」の世界に変化していることがわかる。ただ、この歌に登場する男性は「口づけをかわ」すものの、 フレンズ」と う題名や歌詞にもあ ように恋人ではない。恋人への甘え 感情を含む「あなた」を殊更排除 て、友人関係であることを印象づけるために「君」が選び取られている可能性もある⑲ 　口づけを 　かわし 日は 　ママの顔さえも見れなかった……


















































  Ｌｏｎｌｉｎｅｓｓ 　カッコつけた 　Ｂｒｏｋｅｎ
 Ｈｅａｒｔ 　ダ
メヨ 　走り出さなくちゃ…… 　（ 「Ｉ
 Ｄｏｎ＇ ｔ
 Ｋｎｏｗ」作詞 　森 　雪之丞 　歌 　ＢａＢｅ 　昭和六二年（一九八七） ）







幼い頃は 　サンタクロース待っていたよ 　凍るような夜は 　
君
の声待ってる
……白 雪 　目の中におちてくる 　
君
以外 　見えなくなる……
　（ 「悲しいね」作詞 　渡辺美里 　歌 　渡辺美里 　昭和六二年（一九八七） ）
㉕ 　はじめての 　ｔａｓｔｅ
 ｏｆ
 ｋｉｓｓ 　急に風が 　止まった 　肩越しに 　
君
は 　あの虹をみたかい……
（ 「虹をみたかい」作詞 　渡辺美里 　歌 　渡辺美里 　平成元年（一九八九） ）
㉖ 　あいにきて 　Ｉ 　ＮＥＥＤ 　ｙｏｕ




 Ｉ・ＮＥＥＤ・ＹＯＵ！」作詞 　森若香織 　歌 　ＧＯ




とりのこされたの 　私のほうで 　きっと自由になったのは 　
きみ
ね……
（ 「サマータイムブルース」作詞 　渡辺美里 　歌 　渡辺美里 　平成二年（一九九〇） ）
　平成元年と二年の渡辺美里の曲が㉕㉗。ロンドンへ短期留学後の十月に発売された㉕では英語を多用し、その中に「君」










手として歌っていた。昭和三四年から四九年ま 空白の時代があった。その後バンド編成のなかのシンガーソングライターとしての男性作詞家も作るようになり、更にバンドのなか シンガーソングライターの女性へと移っていった。恋人といえない友人に対する「君」やジェンダーフリーな状況を経て、女性が恋愛の相手としての男性を「君」と呼ぶ歌が成立していったことが理解できたのではないか。そこには 渡辺美里の強い関与 あることも指摘できるであろう。㉘「サヨナラ」 （作詞 　ＧＡＯ
  　歌 　ＧＡＯ
 　平成四年（一九九二） ）




































参政権・憲法の男女平等・民法改正（家父長制の解体と婚姻相続の男女平等）など政治的な平等が始まる。まず敬語全般についても「価値観 一変した大激動の時代に旧制度 遺物 して、これからの日本に敬語は無用の長物だとする敬語廃止論が声高に叫ばれた」 （西田直政「日本の社会と敬語」 『敬語』東京堂出版 　一九八七年） 。国語においても中村桃子が指摘するように、ジャーナリスト 鈴木文史朗は、男言葉と女言葉がハッキリ存在していることは、女が男に奉仕するべきという昔ながらの考えから抜け出していないと述べ（ 『文史朗随筆』中央公論社 　一九四八年） 、作家のタカクラ・テルは、言葉の違いが、男女 地位の違いの一つの表れであると批判した（ 『ニッポンの女 女の夜あけのために』理論社 　一九五一）
（
14）。国
語における女性の「キミ」使用規制が取り払われていこうとしていたこと 分かる。しか 、こ 解放 十年ほどで終焉してしまう。先述の 昭和三四年以降、女性が男性を「君」と呼ぶ流行歌（歌謡曲）が見ら なくなる。こ 原因は何にあったのであろうか。
　それは、やはり国語政策と関係があるものと想われる。論文末尾に付したように、昭和二七年、国語審議会によって「こ





生言葉」を経て標準語化した男性の言葉 そ まま残っていく形となっ 。昭和三十年代前半で、女性が男性を「君」と呼ぶ歌が消えていくのは、 「これからの敬語」 浸透と関連が考えられよう 二七 に示された「 れからの敬語」は、冊子としても作られ、全国に配布され いる。教育現場で 浸透ま のタイムラグがあり、三四年ごろには男 作詞家もこの規範にとらわ 、女性の歌手に男性を「君」と呼ばせなかった可能性が高いのではな か。 これからの敬語」を含め、
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が指摘できよう。一 　女性が男性を「君」と歌う歌謡曲 出現や減少は、国語政策との関連すると思われる。江戸 武士・幇間医師・教養層
が用いていた「キミ・ボク」が、明治期書生言葉として定着、これが国語に取り入れられ標準語化した。男性規範としての標準語であることから、戦前も女性使用が政策によりメディアで制限され、伝統と制限の相克の中で命脈を保っていた。
二 　戦後数年して が多く見られるようになった も、戦後の平等政策の反映である。また、
昭和三十年代後半から十年以上にわたって が男性を「君」 歌う歌謡曲が見ら なくなるのも、昭和二七年の「これからの敬語」が、女性の「君」使用を制限したことが、浸透しものと考えられる。女性 男性を「君」と呼ぶ歌がしばらく現れていなかったため、その時代を経験している者にとって、女性が男性を「君」と呼ぶ歌や、それを多用する歌に、違和感を感じるものと考える。
三 　昭和五十年代末以降、女性が男性を「君」と歌う歌謡曲が多く現れる うになるの 歌謡曲が、シンガーソングライ
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ターの出現により、職業作詞者の男性規範から解放され、女性のシンガーソングライターが、従前の「キミ・ボク」という親しい対者関係に相当する「キミ・女 作詞者」という立場を構築したからではないかと考えられる。また、国語政策の中で男性使用に限定された「キミ」を用いることによって、歌詞内で 主体を男性とも感ぜさせるジェンダーフリーな作品とし、受け手 層を広げ、更に女性の立場を確固 して男性に対して「君」と呼ぶこ を確立していった可能性がある。






年一二月現在）昨今では、飾ることのないカップ の心温まる愛情を描いたラブソング 「Ｄａｒｌｉｎｇ」や、なかなか男性に伝わりにくい女性の心を取り扱い説明書になぞらえて表現したヒットシングル 「トリセツ」など、その独特なリリック手法で、新たな西野カナの歌詞の魅力を世に知らしめ、老若男女問わず、幅広い層より支持を集めるようになった。……二〇一六年年末には、シングル 「Ｄｅａｒ
 Ｂｒｉｄｅ」にて 【日本有線大賞】 、
 シングル 「あなたの好きなところ」



































余り 　い帰り来むぞ 　我が畳ゆめ 　言をこそ 　畳と言はめ 　我が妻はゆめ」 （八六）と、軽太子が自
らを「大君」と呼び軽大郎女を「妻」と呼ぶ歌謡 ある。 「大君」は自称敬語であると考えてよ （土橋寛『古代歌謡全註釈 　古事記編』角川書店 　一九七 ） 。なお、前近代の本文は、新編日本古典文学集 基本とし、 『万葉集』は、中西進『万葉集 　全訳注原文付』 （講談社文庫）による。なお私見により改めたところもある。
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（７）以下『全音歌謡曲大全集 　３』は、昭和三四年下～四三年上、 『全音歌謡曲大全集 　４』は昭和四三年下～五一年上、 『全音歌謡曲大全集 　５』は昭和五一年
下～五六年上のように、それぞれ一冊に約五〇〇曲を収載している。現在までに『全音歌謡曲大全集 　
10』 （平成一三年下～二三年上）までが発売されている。
（８）市川哲史『誰も教えてくれなかった本当のポップ・ミュージック論』 （シンコーミュージック 　二〇一四） 。（９）小松寿雄「キミとボク 　
―








日本精神の闡明』 （修文館 　一九四〇年） 。
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  「きみ」 「ぼく」は、いわゆる きみ・ぼく」の親しい間がらだけ して、一般には，標準の形である「わたし」 「あなた」を使いたい。したがって「おれ」 「おまえ」も、しだいに「わたし」 あなた」を使うようにしたい。
  
※本論文の歌詞の引用については、著作権法第三二条に従い、本論文を主とし、一部分を引用した。なお引用歌詞を年代順にわかりやすく示すために、本文中では
なく①～㉗までを別掲しているものである。

